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公告
　「陸連時報」は公益財団法人日本陸上競技連盟定款第4条第6号の「機関誌」の性格を有するものであ
りますが、毎月「陸上競技マガジン」と一体として発行しています。陸上競技に関する啓発記事のほか、
必要に応じて、評議員会、理事会の決定事項、各専門委員会、事務局からの報告、通達も掲載いたしま
す。本時報に掲載した通達は、公式に通達したものと取扱わさせていただきますので、登録競技者は本
時報の掲載内容にご注意下さい。また、陸上競技指導者の方は、所属競技者にお知らせ下さるようお願
い致します。	 公益財団法人日本陸上競技連盟
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実際に現場で指導する中での諸問題を、振り分けられた
グループごとにディスカッションを行い、グループごと
にポスター発表・プレゼンテーション、質疑応答を行っ
た。今回の講習会でも、受講生の取り組みが熱心で、特
にディスカッションでは予定の時間を大幅に超えて講習
終了後に遅くまで熱心に課題に取り組むグループが多
かった。またそこから発表された内容も充実しており、
受講生間の情報交換の場としても、大いに役割を果たし
たのではないかと思われる。
　全講義終了後には検定試験を行った。合格者には２月
上旬に修了証を送付する。
　日本陸連では、昨年よりJAAF公認コーチ（公認コー
チ）とJAAF公認ジュニアコーチ（公認指導員）の新
制度に移行した。本講習は、今後も日体協公認スポーツ
指導者制度と引き続きリンクさせながら行う。ジュニア
世代への陸上競技の普及育成を図っていくなかで、公認
資格取得の重要性が益々高まってくる。次回以降も各都
道府県陸協から積極的に受講生の推薦をしていただくこ
とを希望する。

JAAF公認コーチ養成講習会 専門科目講習会報告
普 及 育 成 委 員 会　 櫻 田　 淳 也

　2013年12月21〜24日の４日間の日程で、JAAF公
認コーチ（公認コーチ）養成講習会を味の素ナショナル
トレーニングセンターにて開催した。専門科目養成講習
会では、集合講習40時間と自宅学習20時間が課せられ
る。集合講習は別表にあるように、講義、実技、指導実
習と分けて行った。今回から授業は大修館書店より出版
した「陸上競技指導教本アンダー 16・19［上級編］レ
ベルアップの陸上競技」、「陸上競技指導教本アンダー
16・19［初級編］基礎から身につく陸上競技」の2冊を
テキストとして使用して講習を行った。講義では基礎理
論として「陸上競技のドーピング防止」や「運動生理学」
などを、各専門委員会から選出していただいた講師に
よって、最新の情報なども交えながら講習を行った。今
年度は、昨今指導者の暴力が問題化していることを受け、
指導者と選手のあり方についての講義の時間を設定し
た。また強化委員長から日本陸連の強化方針についての
講義を行ってもらったり、今年度国民体育大会で優勝し
た東京チームから、大村邦英監督にお越しいただき、そ
のチーム作りについて講義していただいたりした。
　実技では、日本陸連強化委員会より講師
を選定してもらい、短距離、ハードル、跳躍、
投てき、混成競技と幅広く行い、最新のト
レーニング法や技術などについて学び、参
加者も実際に体を動かした。指導実習では、

日　程 第1日 第2日 第3日 第4日
期　日 12月21日（土） 12月22日（日） 12月23日（月） 12月24日（火）
会　場 味の素ナショナルトレーニングセンター 味の素ナショナルトレーニングセンター 味の素ナショナルトレーニングセンター 味の素ナショナルトレーニングセンター
時　間 科目名（時間） 講　師 科目名（時間） 講　師 科目名（時間） 講　師 科目名（時間） 講　師

開講式（09:30-09:35）
陸上競技の種目別指導

（2時間）
競歩

三浦康二

陸上競技の各種理論
（1.5時間）
食事と栄養

田口素子
陸上競技の各種理論
（1.5時間）

コーチングスタイル
尾縣貢陸上競技の各種理論

（1.5時間）
スポーツ障害

鳥居俊

陸上競技の各種理論
（1.5時間）
一貫指導

繁田進
陸上競技の各種理論

（1時間） 河野裕二

陸上競技の種目別指導
（2時間）
短距離

伊東浩司
陸上競技の種目別指導

（2時間）
混成

眞鍋芳明 陸上競技の種目別指導
（2時間）
トレーニング

木越清信休憩

休憩 休憩
陸上競技のドーピング防止

（1.5時間） 山澤文裕
陸上競技の種目別指導

（2時間）
跳躍

吉田孝久
陸上競技の種目別指導

（2時間）
投擲

大山卞圭吾

休憩

陸上競技の種目別指導
（2時間）
ハードル

谷川聡陸上競技のルール
（1.5時間） 鈴木一弘

陸上競技の各種理論
（1時間） 原田康弘 陸上競技の種目別指導

（2時間）
コンディショニング

大山卞圭吾 陸上競技の各種理論
（1.5時間）
運動生理学

杉田正明
陸上競技の種目別指導演習 岩壁達男

陸上競技の各種理論
（1.5時間）

バイオメカニクス
榎本靖士 テスト

18:00終了陸上競技の各種理論
（1時間） 大村邦英

陸上競技の種目別指導演習
（3時間） 桜井智野風

陸上競技の種目別指導
（2時間）
長距離

榎本靖士
陸上競技の種目別指導演習

（2時間） 櫻田淳也

09：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

16：00

17：00

18：00

19：00

20：00

21：00
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JAAF2013年度U-15トップトレーニングキャンプ報告
普 及 育 成 委 員 会　 舟 橋　 昭 太

１　主　　旨	 	各都道府県での優秀選手を中央に集め、タレント発掘と将来的に一流選手になる為の意識付け、及び
指導者に対する教育・競技者育成プログラムの啓蒙活動を行う。

２　主　　催	 公益財団法人日本陸上競技連盟
３　後　　援	 公益財団法人日本中学校体育連盟
４　協　　賛	 アシックスジャパン株式会社
５　期　　日	 2014年1月11日（土）〜2014年1月13日（月・祝）
６　練習会場	 味の素ナショナルトレーニングセンター
７　スタッフ	 普及育成委員会委員長　繁田　進
	 普及育成委員会副委員長　岩壁達男・東川安雄・伊藤静夫
	 普及育成委員会U16部長　渡部　誠
	 U15キャンプ総括　舟橋昭太
	 普及育成委員会委員　	松田克彦・秋元恵美・上野祐紀子・大畑好美・岸　政智・桜井智野風・櫻田淳也・

島津勝己・下山良成・長岡　樹・長坂聡子・長澤仁志・沼澤秀雄・平山公紀・
山田真由美

	 特別講師　海老原亘・呑口　健
	 日本陸連事務局　三宅　聡・西基世美
８　日　　程	

　以上のような概要で、参加選手・指導者、スタッフに負
担がないように第２週の３連休に実施することにした。
　選手選考は、例年通り47都道府県から中学１、２年
生で男女各１名とし、その他、アスリート発掘育成プロ
ジェクト・U16クリニックから東京都・沖縄県、合わせ
て４名推薦で参加してもらった。開講式では、繁田進普
及育成委員会委員長の挨拶、各選手からの自己紹介を
行った。印象的だったのは２名の男子選手が2020東京
オリンピックに出場したいと夢を語ったことであった。
半分以上の選手が全国大会で優勝したいと希望を語った。
　第１日目、開講式後の練習は、「中学生なので今後種
目トランスファーもあり得るし多種目を経験させたい」
と考え、ハードル・走高跳・砲丸投を体験させた。普段
練習しない種目を行えたので楽しかったと感想を述べて
いたり、特に驚いたのは学校の授業でも走高跳はやった
ことがないと言う選手が約３分の１もいたことだ。理論
講習は「栄養と食事」を行った。まず、夕食のメニュー
表を渡し、主食・主菜・副菜・乳製品・果物をバランス
良く食べることを教え、実際に夕食を摂らせ、記録させ
てから講義を行った。自分が摂った食事の内容から１日
に必要なエネルギー、アスリートに必要なエネルギー、
１日に必要なタンパク質、間食の意味などこれから非常
に必要な知識を教えても
らった。
　２日目の午前中は種目別
練習を行った。今回は、特
別講師として女子短距離指
導に海老原亘氏（千葉・ち
はら台南中学校）、砲丸投
指導に呑口健氏（東京・十
条富士見中学校）を招き指
導して頂いた。選手は、男
子短距離28名、女子短距離
18名、ハードル15名（男子
７、女子８）、走高跳10名
（男子２、女子８）、走幅跳
20名（男子７、女子13）、

時刻 1/11（土） 1/12（日） 1/13（月・祝）

6:00 起　床 起　床

6:30 朝　食 朝　食

移　動 移　動

9:00 種目別練習 選　手 指導者

男子短距離（平山・長岡）
女子短距離（海老原・櫻田）
ハードル（島津・秋元・長澤）
走高跳（桜井・下山）
走幅跳（岸・山田）
砲丸投（呑口・上野）

種目別練習
男子短距離
女子短距離
ハードル
走高跳
走幅跳
砲丸投

指導者講習会
【理論】

タレント発掘に関する
考え方

12:00 昼食・休憩

受付 選　手 指導者 閉講式・解散

13:00 開講式
種目体験
ハードル

走高跳　投擲

コントロールテスト
（女子→男子）

ミニチュアシューズ作り
（男子→女子）
【講義】

コンディショニングと
セルフケア

指導者講習会
【実技指導】
ハードル・
走高跳・
投擲

18:00 夕食

19:00 【講義】
栄養と食事

夕食・移動

20:00 移動

22:00 点呼・就寝 点呼・就寝
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JAAF2013年度U-15トップトレーニングキャンプ報告
１　主　　旨	 	各都道府県での優秀選手を中央に集め、タレント発掘と将来的に一流選手になる為の意識付け、及び

指導者に対する教育・競技者育成プログラムの啓蒙活動を行う。
２　主　　催	 公益財団法人日本陸上競技連盟
３　後　　援	 公益財団法人日本中学校体育連盟
４　協　　賛	 アシックスジャパン株式会社
５　期　　日	 2014年1月11日（土）〜2014年1月13日（月・祝）
６　練習会場	 味の素ナショナルトレーニングセンター
７　スタッフ	 普及育成委員会委員長　繁田　進
	 普及育成委員会副委員長　岩壁達男・東川安雄・伊藤静夫
	 普及育成委員会U16部長　渡部　誠
	 U15キャンプ総括　舟橋昭太
	 普及育成委員会委員　	松田克彦・秋元恵美・上野祐紀子・大畑好美・岸　政智・桜井智野風・櫻田淳也・

島津勝己・下山良成・長岡　樹・長坂聡子・長澤仁志・沼澤秀雄・平山公紀・
山田真由美

	 特別講師　海老原亘・呑口　健
	 日本陸連事務局　三宅　聡・西基世美
８　日　　程	

　以上のような概要で、参加選手・指導者、スタッフに負
担がないように第２週の３連休に実施することにした。
　選手選考は、例年通り47都道府県から中学１、２年
生で男女各１名とし、その他、アスリート発掘育成プロ
ジェクト・U16クリニックから東京都・沖縄県、合わせ
て４名推薦で参加してもらった。開講式では、繁田進普
及育成委員会委員長の挨拶、各選手からの自己紹介を
行った。印象的だったのは２名の男子選手が2020東京
オリンピックに出場したいと夢を語ったことであった。
半分以上の選手が全国大会で優勝したいと希望を語った。
　第１日目、開講式後の練習は、「中学生なので今後種
目トランスファーもあり得るし多種目を経験させたい」
と考え、ハードル・走高跳・砲丸投を体験させた。普段
練習しない種目を行えたので楽しかったと感想を述べて
いたり、特に驚いたのは学校の授業でも走高跳はやった
ことがないと言う選手が約３分の１もいたことだ。理論
講習は「栄養と食事」を行った。まず、夕食のメニュー
表を渡し、主食・主菜・副菜・乳製品・果物をバランス
良く食べることを教え、実際に夕食を摂らせ、記録させ
てから講義を行った。自分が摂った食事の内容から１日
に必要なエネルギー、アスリートに必要なエネルギー、
１日に必要なタンパク質、間食の意味などこれから非常
に必要な知識を教えても
らった。
　２日目の午前中は種目別
練習を行った。今回は、特
別講師として女子短距離指
導に海老原亘氏（千葉・ち
はら台南中学校）、砲丸投
指導に呑口健氏（東京・十
条富士見中学校）を招き指
導して頂いた。選手は、男
子短距離28名、女子短距離
18名、ハードル15名（男子
７、女子８）、走高跳10名
（男子２、女子８）、走幅跳
20名（男子７、女子13）、

砲丸投６名（男子３、女子３）の人数で練習を行った。
　多少、緊張もほぐれ各種目とも中学生らしい元気な声
を出しながら楽しく練習に参加していた。意識も高く、
どんなことでも吸収しようという気持ちが伝わってき
た。午後は、コントロールテストとアシックスジャパン
株式会社にご協力頂いてミニチュアシューズ作りを行
い、その間にコンディショニングとセルフケアの講義を
行った。コントロールテストは、様々な種目で良い記録
が出ていた。特にホッピングについては今までは得意な
脚で行っていたが、今年からは左右両方で行うことにし
た。コンディショニングとセルフケアは、ゴルフボール・
テニスボール・青竹踏みを使用してセルフマッサージを
実習し、自分でアイシングバッグを作ってアイシングの
仕方を学んだ。ミニチュアシューズ作りは、集中しなが
ら手先を動かし、可愛いシューズができて喜んでいた。
普段自分達が使っているシューズの構造がわかり、物を
大切にしたいという感想が出ていた。
　３日目、キャンプ締めくくりの日は、種目別練習に時
間を費やした。それぞれ友達もできて良い雰囲気で練習
ができた。疲労もあったが２日目よりも各種目ワンラン
ク上の練習を行っていた。選手たちも笑顔は絶やさない
が練習で競い合うと真剣そのもので、自分の位置を確認
するかのように練習に励んでいた。閉講式では、2014年
全国大会開催県の香川県代表の選手が、「良い経験がで
き、色々なことが学べました。香川全中で頑張りたい。
みなさんをお待ちしています」と感想を述べてくれた。
　このトップトレーニングキャンプを経験した中学生
が、オリンピックや世界選手権の日本代表として活躍し、
全国大会やジュニアオリンピックのプレゼンターとして
戻ってきて中学生に夢を与えることができたら素晴らし
いと思う。※本事業は、日本スポーツ振興センター・
スポーツ振興くじ助成を受けて実施しました。

時刻 1/11（土） 1/12（日） 1/13（月・祝）

6:00 起　床 起　床

6:30 朝　食 朝　食

移　動 移　動

9:00 種目別練習 選　手 指導者

男子短距離（平山・長岡）
女子短距離（海老原・櫻田）
ハードル（島津・秋元・長澤）
走高跳（桜井・下山）
走幅跳（岸・山田）
砲丸投（呑口・上野）

種目別練習
男子短距離
女子短距離
ハードル
走高跳
走幅跳
砲丸投

指導者講習会
【理論】

タレント発掘に関する
考え方

12:00 昼食・休憩

受付 選　手 指導者 閉講式・解散

13:00 開講式
種目体験
ハードル
走高跳　投擲

コントロールテスト
（女子→男子）

ミニチュアシューズ作り
（男子→女子）
【講義】

コンディショニングと
セルフケア

指導者講習会
【実技指導】
ハードル・
走高跳・
投擲

18:00 夕食

19:00 【講義】
栄養と食事

夕食・移動

20:00 移動

22:00 点呼・就寝 点呼・就寝
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　本時報では、2013年度、第６回開催の宮崎会場、第７回開催の沖縄会場の報告を行います。沖縄会場が本年度最後
の開催となり、2006年からこれまでに全国62会場で30,511人の児童、延べ285人の選手に参加していただきました。

■宮崎会場
期　　日：2013年11月29日（金）

2013年度「キッズアスリート・プロジェクト 夢の陸上キャラバン隊」開催について
事 務 局

声を上げました。ボーテックス投げ対決では、児童が素
晴らしい投てきを見せてくれたものの、海老原選手がそ
れを上回る大投てきを見せ、会場を沸かせました。最後
は久保田選手の走高跳。手拍子が会場も選手も盛り上げ、
２mを超える見事な高い跳躍に、会場からは大きな歓声
とアンコールの声が鳴りやみませんでました。
　選手によるレッスンでは、児童たちは選手の説明を熱
心に聞き、「走る」、「跳ぶ」、「投げる」を体験し、普段
の体育では経験できないレッスンに夢中になって取り組
んでいました。
　プログラムの最後は選手と５・６年生の児童がチーム
を組んでリレー対決！　体力自慢の先生チームも特別出
場しました。会場はこの日一番の盛り上がりを見せ、野
元選手率いるチームが優勝しました。
　閉会式後は選手と児童が一緒に給食。楽しいひと時を
過ごしていました。

■沖縄会場
期　　日：2014年１月17日（金）
会　　場：与那原町立与那原東小学校（児童数：500人）
後　　援：与那原町、与那原町教育委員会
運営協力：沖縄陸上競技協会
協�　　力：アシックスジャパン株式会社、

株式会社セレスポ
参�加選手：短距離・髙平慎士（富士通）、
　ハードル・西澤真徳（鳥取県教育委員会）、
　跳躍・久保田聡（モンテローザ）、
　投てき・村上幸史（スズキ浜松AC）
　2013年度第７回会場となった与那原東小学校は校舎
が新設されてから間もなく、校庭もとても整備されてい
ました。開催当日は暑さを感じる程の日差しで沖縄なら
ではコンディションの中、実施することができました。
　デモンストレーションは短距離の髙平選手から。６年
生の代表選手との50mデモンストレーション対決のあ
とは、髙平選手の指導のもと、速く走るためのワンポイ
ントレッスンとして手足を早く動かし、ピッチを上げる
トレーニングを全員でその場でやってみました。髙平選
手に続いては西澤選手の110mHのデモ。補助員の学生
が一斉に５台のハードルを立ち上げた時に起きた歓声は
他会場と同様で、そのハードルを越えて行く西澤選手の
デモンストレーションにみんな感激の様子でした。ハー

会　　場：都城市立祝吉小学校（児童数：852人）
後　　援：都城市、都城市教育委員会
運�営協力：一般財団法人宮崎陸上競技協会、宮崎大学陸

上競技部、都城工業高等専門学校陸上競技部、南九州
大学
協�　　力：アシックスジャパン株式会社、

株式会社セレスポ
参�加選手：短距離・福島千里（北海道ハイテクAC）、
　ハードル・野元秀樹（福岡陸協）、
　跳躍・久保田聡（モンテローザ）、
　投てき・海老原有希（スズキ浜松AC）
　2013年度第6回キッズアスリート・プロジェクトは宮
崎県都城市立祝吉小学校で開催し、同校852名の児童が
参加して行いました。
　一昨年のロンドンオリンピックおよび昨夏の世界選手
権モスクワ大会に出場した短距離の福島千里選手、やり
投の海老原有希選手をはじめ、ハードルの野元秀樹選手、
走高跳の久保田聡選手の４名が参加しました。
　デモンストレーションでは、福島選手が児童・先生と
50m走で対決。児童は５mのハンディをもらって挑み
ましたが、福島選手がさすがのスタートダッシュを見せ
つけ、僅差で先行フィニッシュ。対決後は腕振りのワン

ポイントレッスンもあ
り、全児童がその場で
実践してみました。続
いて、野元選手との
50m ハ ー ド ル 対 決。
ハードルを正規の高さ
に上げた瞬間の児童の
どよめき、高さをもの
ともしない颯

さっ

爽
そう

とした
ハードリングで５mの
ハンディがありながら
の見事な勝利に会場は
非常に盛り上がりまし
た。海老原選手のやり
投 で は、50m の 直 線
コースを超える投てき
に、児童たちは驚きの

宮崎会場　ハーフドームを使った短距離のレッスン

宮崎会場　福島千里選手が子どもたちと一緒に準
備体操

ドルの後は、やり投の村上選手のデモンストレーション。
ボーテックス投げでは、いつもながらの大投てき。校庭
を越えてその先に新築中の幼稚園の工事現場にとび込む
場外ホームランとなり、子どもたちも大喜びでした。最
後は久保田選手の走高跳。息もピッタリの手拍子で久保
田選手の跳躍を見守りました。失敗の許されない２mジ 
ャンプを久保田選手は見事クリア。児童から大きな歓声
と拍手を受けていました。一部終了とともに１年生から
３年生は選手とハイタッチして教室へ。一緒に見学して
いた幼稚園の児童も一緒になりハイタッチをすることに。
選手もひとりひとりと笑顔でタッチしてくれました。
　二部のレッスンは25分間をフル活用してそれぞれ短
距離（90名）・ハードル（90名）・跳躍（45名）・投てき

（45名）にわかれて４年生から６年生の児童に選手が直
接指導しました。最後のリレーは４年生が児童５名、先
生１名と髙平選手、村上選手のチーム、５年生が児童６
名、先生１名と西澤選手のチーム、そして６年生が児童
６名、先生１名と久保田選手のチーム。６年生児童は全
員男子で、身体も大きく……これでは圧倒されるのでは、
と６年生にハンディをつけてのリレー競走となりました。

2013年度キッズアスリート・プロジェクト実施会場
日時／会場 実施名義 参加児童数 参加選手

山梨
56

2013年10月11日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】南アルプス市、南アルプス市教育委員会
【運営協力】一般財団法人山梨陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

小笠原小学校
579名

石塚祐輔（ミズノ）
古川裕太郎（小島プレス）
土屋光（モンテローザ）
畑山茂雄（ゼンリン）

南アルプス市立
小笠原小学校

茨城
57

2013年10月25日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【運営協力】茨城陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

吉沢小学校
511名

石塚祐輔（ミズノ）
大室秀樹（筑波大学大学院）
戸邉直人（筑波大学）
村上幸史（スズキ浜松AC）

水戸市立
吉沢小学校

隠岐の島
58

2013年11月1日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】隠岐の島町、隠岐の島町教育委員会
【運営協力】隠岐郡陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

隠岐の島町内
全7小学校461名

（西郷、中条、有木、
磯、北、五箇、都万）

飯塚翔太（中央大学）
中村明彦（スズキ浜松AC）
菅井洋平（ミズノ）
畑瀨聡（群馬綜合ガードシステム）

隠岐の島町立
西郷小学校

長野
59

2013年11月8日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】茅野市、茅野市教育委員会
【運営協力】一般財団法人長野陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

玉川小学校
845名

川面聡大（ミズノ）
塚原直貴（富士通）
八幡賢司（モンテローザ）
土屋光（モンテローザ）
村上幸史（スズキ浜松AC）

茅野市立
玉川小学校

奈良
60

2013年11月15日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】三宅町、三宅町教育委員会
【運営協力】一般財団法人奈良陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

三宅小学校
310名

木村慎太郎（アシックス）
矢澤航（法政大学）
髙張広海（日立ICT）
右代啓祐（スズキ浜松AC）

三宅町立
三宅小学校

宮崎
61

2013年11月29日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】都城市、都城市教育委員会
【運営協力】一般財団法人宮崎陸上競技協会、宮崎大学陸上

競技部、都城工業高等専門学校陸上競技部、南九州大学
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

祝吉小学校
852名

福島千里（北海道ハイテクAC）
野元秀樹（福岡陸協）
久保田聡（モンテローザ）
海老原有希（スズキ浜松AC）

都城市立
祝吉小学校

沖縄
62

2014年1月17日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】与那原町、与那原町教育委員会
【運営協力】沖縄陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

与那原東小学校
500名

髙平慎士（富士通）
西澤真徳（鳥取県教育委員会）
久保田聡（モンテローザ）
村上幸史（スズキ浜松AC）

与那原町立
与那原東小学校

2006年〜2013年度累計 30,511名
（含見学者）

285名
（延人数）
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　本時報では、2013年度、第６回開催の宮崎会場、第７回開催の沖縄会場の報告を行います。沖縄会場が本年度最後
の開催となり、2006年からこれまでに全国62会場で30,511人の児童、延べ285人の選手に参加していただきました。

■宮崎会場
期　　日：2013年11月29日（金）

2013年度「キッズアスリート・プロジェクト 夢の陸上キャラバン隊」開催について

声を上げました。ボーテックス投げ対決では、児童が素
晴らしい投てきを見せてくれたものの、海老原選手がそ
れを上回る大投てきを見せ、会場を沸かせました。最後
は久保田選手の走高跳。手拍子が会場も選手も盛り上げ、
２mを超える見事な高い跳躍に、会場からは大きな歓声
とアンコールの声が鳴りやみませんでました。
　選手によるレッスンでは、児童たちは選手の説明を熱
心に聞き、「走る」、「跳ぶ」、「投げる」を体験し、普段
の体育では経験できないレッスンに夢中になって取り組
んでいました。
　プログラムの最後は選手と５・６年生の児童がチーム
を組んでリレー対決！　体力自慢の先生チームも特別出
場しました。会場はこの日一番の盛り上がりを見せ、野
元選手率いるチームが優勝しました。
　閉会式後は選手と児童が一緒に給食。楽しいひと時を
過ごしていました。

■沖縄会場
期　　日：2014年１月17日（金）
会　　場：与那原町立与那原東小学校（児童数：500人）
後　　援：与那原町、与那原町教育委員会
運営協力：沖縄陸上競技協会
協�　　力：アシックスジャパン株式会社、

株式会社セレスポ
参�加選手：短距離・髙平慎士（富士通）、
　ハードル・西澤真徳（鳥取県教育委員会）、
　跳躍・久保田聡（モンテローザ）、
　投てき・村上幸史（スズキ浜松AC）
　2013年度第７回会場となった与那原東小学校は校舎
が新設されてから間もなく、校庭もとても整備されてい
ました。開催当日は暑さを感じる程の日差しで沖縄なら
ではコンディションの中、実施することができました。
　デモンストレーションは短距離の髙平選手から。６年
生の代表選手との50mデモンストレーション対決のあ
とは、髙平選手の指導のもと、速く走るためのワンポイ
ントレッスンとして手足を早く動かし、ピッチを上げる
トレーニングを全員でその場でやってみました。髙平選
手に続いては西澤選手の110mHのデモ。補助員の学生
が一斉に５台のハードルを立ち上げた時に起きた歓声は
他会場と同様で、そのハードルを越えて行く西澤選手の
デモンストレーションにみんな感激の様子でした。ハー

ドルの後は、やり投の村上選手のデモンストレーション。
ボーテックス投げでは、いつもながらの大投てき。校庭
を越えてその先に新築中の幼稚園の工事現場にとび込む
場外ホームランとなり、子どもたちも大喜びでした。最
後は久保田選手の走高跳。息もピッタリの手拍子で久保
田選手の跳躍を見守りました。失敗の許されない２mジ 
ャンプを久保田選手は見事クリア。児童から大きな歓声
と拍手を受けていました。一部終了とともに１年生から
３年生は選手とハイタッチして教室へ。一緒に見学して
いた幼稚園の児童も一緒になりハイタッチをすることに。
選手もひとりひとりと笑顔でタッチしてくれました。
　二部のレッスンは25分間をフル活用してそれぞれ短
距離（90名）・ハードル（90名）・跳躍（45名）・投てき

（45名）にわかれて４年生から６年生の児童に選手が直
接指導しました。最後のリレーは４年生が児童５名、先
生１名と髙平選手、村上選手のチーム、５年生が児童６
名、先生１名と西澤選手のチーム、そして６年生が児童
６名、先生１名と久保田選手のチーム。６年生児童は全
員男子で、身体も大きく……これでは圧倒されるのでは、
と６年生にハンディをつけてのリレー競走となりました。

が、20mのハンディも
ものともせず、６年生
チームの圧勝に終わり
ました。これまで本プ
ロジェクトには何度も
参加してくれている久
保田選手ですが、今回
がリレー初優勝で本人
が大喜び。リレーとい
う種目は専門種目に関
係なく、何か特別のも
のがあるようでした。

2013年度キッズアスリート・プロジェクト実施会場
日時／会場 実施名義 参加児童数 参加選手

山梨
56

2013年10月11日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】南アルプス市、南アルプス市教育委員会
【運営協力】一般財団法人山梨陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

小笠原小学校
579名

石塚祐輔（ミズノ）
古川裕太郎（小島プレス）
土屋光（モンテローザ）
畑山茂雄（ゼンリン）

南アルプス市立
小笠原小学校

茨城
57

2013年10月25日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【運営協力】茨城陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

吉沢小学校
511名

石塚祐輔（ミズノ）
大室秀樹（筑波大学大学院）
戸邉直人（筑波大学）
村上幸史（スズキ浜松AC）

水戸市立
吉沢小学校

隠岐の島
58

2013年11月1日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】隠岐の島町、隠岐の島町教育委員会
【運営協力】隠岐郡陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

隠岐の島町内
全7小学校461名

（西郷、中条、有木、
磯、北、五箇、都万）

飯塚翔太（中央大学）
中村明彦（スズキ浜松AC）
菅井洋平（ミズノ）
畑瀨聡（群馬綜合ガードシステム）

隠岐の島町立
西郷小学校

長野
59

2013年11月8日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】茅野市、茅野市教育委員会
【運営協力】一般財団法人長野陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

玉川小学校
845名

川面聡大（ミズノ）
塚原直貴（富士通）
八幡賢司（モンテローザ）
土屋光（モンテローザ）
村上幸史（スズキ浜松AC）

茅野市立
玉川小学校

奈良
60

2013年11月15日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】三宅町、三宅町教育委員会
【運営協力】一般財団法人奈良陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

三宅小学校
310名

木村慎太郎（アシックス）
矢澤航（法政大学）
髙張広海（日立ICT）
右代啓祐（スズキ浜松AC）

三宅町立
三宅小学校

宮崎
61

2013年11月29日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】都城市、都城市教育委員会
【運営協力】一般財団法人宮崎陸上競技協会、宮崎大学陸上

競技部、都城工業高等専門学校陸上競技部、南九州大学
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

祝吉小学校
852名

福島千里（北海道ハイテクAC）
野元秀樹（福岡陸協）
久保田聡（モンテローザ）
海老原有希（スズキ浜松AC）

都城市立
祝吉小学校

沖縄
62

2014年1月17日（金） 【主催】公益財団法人日本陸上競技連盟
【後援】与那原町、与那原町教育委員会
【運営協力】沖縄陸上競技協会
【協力】アシックスジャパン株式会社、株式会社セレスポ

与那原東小学校
500名

髙平慎士（富士通）
西澤真徳（鳥取県教育委員会）
久保田聡（モンテローザ）
村上幸史（スズキ浜松AC）

与那原町立
与那原東小学校

2006年〜2013年度累計 30,511名
（含見学者）

285名
（延人数）
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沖縄会場　学年対抗リレー。6年生は20m下がっ
てスタートしました。

沖縄会場　校内に飾られた選手紹介の張り紙。数
カ所に張ってありました…
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ジでの医療情報提供、さらにテロ・災害対策への取り組み
を紹介した。岡田邦夫医事委員は、大阪マラソン大会当日
の救護本部の役割、救護所の役割について詳細に紹介し、
時間軸を明確にして医療スタッフの負担を軽減させる取り
組みは有益な話であった。大阪マラソンでの心肺停止事例
での情報錯綜など、経験なくしては話せない大変に緊迫し
た内容の発表であった。
　代表的な大規模市民マラソンにおける医療体制の紹介と
して、東京陸上競技協会の三橋敏武氏より心肺停止事例を東
京マラソンにおいて７件経験し、参加者32,000人に１人の発
生率で、日本全体の発生率と比べると非常に高い発生率であ
ること、救護所利用は25〜30km地点が最も多く、筋肉痛、
関節痛、下肢けいれんが３大障害であったと報告した。佐久
間一郎氏は、夏のマラソンとして有名な北海道マラソンは例
年30度の暑熱環境下で行われるため、熱中症対策を行って
はいるものの、すべての障害のうち熱中症関連が67％も占
めていたという驚きの成績を発表した。ランナー教育の重要
性が特に重要な大会であることが再認識された。
　最後にボストンマラソンテロ事件を教訓として、東京マ
ラソンでの課題について筆者が講演し、それぞれのマラソ
ン大会で課題を洗い出し、対応していくことを強調した。
　参加者より多数の質問を受け、マラソンメディスンセミ
ナー 2013は成功裡

り

に終了した。非常に有益であったと多
くの参加者よりコメントがあり、さらに安全・安心なマラ
ソン大会の確立に向け、2014年９月に２回目のセミナーを
開催する予定である。今回、講演していただいた演者の皆
様に厚く感謝申し上げます。

セミナーアジェンダ
１．開会の辞　日本陸連　尾縣専務理事、山澤医事委員長
２．陸連が行っていること
　①�ルール、審判ハンドブック、マラソンの安全管理体制
についてのガイドライン�（競技運営委員会　宮田委員）

　②�申し込み時健康チェックリスト、スタート前チェック
リスト� （医事委員会　向井副委員長）

　③マラソンに取り組む市民ランナーの安全10か条
� （医事委員会　山澤委員長）
　④�大会規模における医療関係者数やAED数の実態調査、
心肺停止事例の発生率調査� （医事委員会　真鍋委員）

３．大規模市民マラソン大会の医事組織のありかた
　①�準備段階における医療救護委員会の役割
� （東京マラソン財団　森下氏）
　②大会当日の医療救護本部、救護所の業務
� （医事委員会　岡田委員）
４．代表的な大規模市民マラソンにおける医療体制の紹介
　①東京マラソン� （東京陸協医事委員長　三橋氏）
　②北海道マラソン�（北海道マラソン医事総括　佐久間氏）
５．�マスカジュアルティーへの備え　Bostonから見た
Tokyoの課題

� 　（医事委員会　山澤委員長）
６．討論会

マラソンメディスンセミナー2013報告
理 事 ・ 医 事 委 員 長　 山 澤 文 裕

　2007年の東京マラソンを皮切りに、大規模市民マラソン
大会が大阪、神戸、名古屋など各地で開催され、マラソン
を走ることが一大ブームになっている。しかし、多くのラ
ンナーや観衆がマラソンを楽しむなか、マラソン中の心肺
停止事例が報告されている。スポーツ現場にAEDを充分
数配備し、参加者、一般人を含む多くの人が心肺蘇生法を
行えるようにすることで、心肺停止事例に対しては対応が
可能となったが、2013年４月のボストンマラソンでは、忌
まわしい爆弾テロによる集団災害（マスカジュアルティー）
が発生し、大勢の人々が集まる場所の安全性に対して警鐘
が鳴らされた。これらを踏まえ、日本陸連医事委員会は競
技運営委員会とともに、安全なマラソン大会の運営に寄与
することを目的として、陸連が行っている安全対策、大規
模マラソンにおける救護の実態をもとにマラソン大会主催
者側がどのような医療体制を構築すべきか、を中心とした
マラソンメディスンセミナー2013を昨年９月15日（日曜日）
に味の素ナショナルトレーニングセンターにて開催した。
セミナー参加対象者を、日本陸連公認コースで開催される
58マラソン大会の医事責任者と事務局およびそれ以外のマ
ラソン大会・ロードレース大会の医事責任者と事務局とし、
マラソン大会の運営、医療救護に携わっている方々のみと
した。セミナーには、40マラソン・ロードレース大会より
67名が参加した。
　セミナーでは、尾縣貢専務理事の挨拶に続き、セミナー
アジェンダにある内容が発表された。まず、宮田英明競技運
営委員よりロードレースについてルールの説明があり、2013�
年４月１日に日本陸連が発行した「市民マラソン・ロード
レース運営ガイドライン」について紹介された。このガイ
ドラインは、ランナーの事前準備、運営全般、コース設定、
医事対策、天候対策、競技役員・ボランティアの６項目の
実践的な内容で、給水、救護所、トイレから行政、警察、
消防などとの調整まで言及されている。体調不良のラン
ナーに対して、競技役員が選手に一時的に触れて体調を確
認することは安全性を高める意味で禁止されない、助力に
ならないとされた。向井直樹医事副委員長は７年ぶりに改
訂されたチェックリストの説明を行った。筆者は日本体力
医学会と共同で策定した「マラソンに取り組む市民ラン
ナーに対する安全10か条」について説明し、チェックリス
トとともに大会ウェブサイト、配布物などで自由に利用で
きることを紹介した。真鍋知宏医事委員は2012年度の56マ
ラソン大会のうち、5,000人未満の参加が30大会で、5,000
人以上の大会は26大会であったとし、5,000人以上の大規
模マラソン大会では参加者1,000人当たり、医師1.6人、看
護師3.4人、AED3.7台が配置・配備され、心肺停止事例発
生率は10万人当たり1.45人（約69,000人に１人）と報告した。
　大規模市民マラソン大会の医事組織のありかたとして、
東京マラソン財団の森下修身氏は、大会を成功させるため
には常設の医療救護委員会を設置し、医療救護マニュアル
の作成、医療スタッフ・機器の準備、安全啓発活動、医療
救護諸団体との連携を円滑に行うことが必要であると強調
した。財団で行った1,190人の普通救命講習会やホームペー
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昨年から県総合陸上競技場の全面改修が行われ、３月末まで使用
が出来なくなっております。大会予定も例年より遅く、４月13日（日）
の小学生記録会が最初の大会となります。
最初の大きな大会として、５月３日（土）、４日（日）の富山カップ

陸上を開催し、招待選手をトラック、フィールド含め、数名予定して
います。
また、長距離の5000ｍでドリームレースを計画しています。
全国から明日を担う若い長距離選手を招待し、富山県の選手に大き

な刺激を与える大会にしたいと思っています。
近県のアスリートの皆さんは、面白いレースになると思いますので

是非見に来てください。お待ちしております。
（文責：広報部）

一般財団法人富山陸上競技協会

～本県
12

で実現
ていた
富士山
陸上競
ム（東
繰り広
録は
学（第
がひ
川大学
市立高
横馬岬
さらに
新春

する。
の歴史
となっ
ている
この新

平成26年元旦、第76回石川県耐寒選手権大会が金沢城周辺一周コー
スで開催。新春始めの大会です。３月16日全日本競歩能美大会が
Asian20kmRaceWalking Championships in NOMI（第17回アジア競
技大会男・女20km競歩代表選手選考会（2014 ／仁川）・第８回日本
学生20km競歩選手権大会）として開催。４月19、20日には第98回日
本選手権50km競歩（アジア大会50km競歩代表選手選考会）・第53
回全日本競歩輪島大会（第15回世界ジュニア選手権（ユージーン）・
第16回アジアジュニア選手権（台北）代表選手選考会）と全国大会
が連続に行われます。競歩の聖地として、頑張っています。輪島大会
では市内のメインストリートをコースに設定して、地元の皆さんの応
援も頂いております。施設改修では、石川県西部緑地公園陸上競技場
が平成25年10月から平成26年３月末までの予定で改修工事を行って
おります。フィールド内にあった走幅跳ピットを撤去して、正面スタ
ンド前に新設します。競技器具・備品の更新も合わせて行います。マ
ラソン大会では2015年金沢マラソンが11月15日に開催されます。市
内中心部（広坂通り）からスタートして城下町風情や歴史ある町並み
等金沢の魅力が満喫できる７つのゾーンを通り、石川県西部緑地公園
陸上競技場をゴールとするコースです。12,000人の参加を予定してい
ます。

（文責：副理事長　大岩為一）

一般財団法人石川陸上競技協会

新
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陸上競技マガジン９月号に掲載された「2013数字で見る陸上競技
Vol.１都道府県公認競技会数」によると長野陸協は、全国で上から８
番目であります。そして、「Vol.２都道府県公認審判員数」では、全
国で上から15番目であります。
競技会を運営するためには、多くの審判員を動員する必要がありま

す。しかし、審判員の高齢化、新規登録者の減少等により年々審判員
数が不足して大会に支障をきたしている状況であります。この様な状
況のなか競技運営委員会において対策を検討することになり、平成26
年度競技会は、スムーズな運営が行われることを期待しております。
平成25年11月８日（金）日本陸上競技連盟主催の「2013年度キッ

ズアスリート・プロジェクト　夢の陸上キャラバン隊」が、茅野市立
玉川小学校で開催されました。
本県東海大第三高等学校出身の塚原直貴選手（富士通）など日本

を代表するトップアスリート５名が参加し、子どもたちに普段地方で
は見ることのできない一流の走り方・跳び方・投げ方を披露して頂き
ました。周辺の山々が白く雪化粧し始めた時期でしたが、好天に恵ま
れ暖かい日になり多くの保護者も見学に訪れ盛り上がりました。
2016年度全日本中学校陸上競技選手権大会が、長野県で開催され

ることが決定しました。これに伴い長野県中学校体育連盟陸上競技部
が中心となり、大会準備委員会を設立し、施設改修や選手育成、審判
員養成など数カ月から数カ年にわたる事業の計画及び推進を行うこと
になりました。

一般財団法人長野陸上競技協会

一般財団法人福井陸上競技協会では、本年度９月よりホームページ
をリニューアルしました。今までと大きく変わったところは、ホームペー
ジ内に動画配信ができるスペースを作成し、県内の各大会を生中継で
きるようになった点です。本年度は、試験的に福井県高校新人大会・
県中学校駅伝大会・福井県駅伝選手権大会の３大会を生中継し、各
大会で活躍した選手をインタビューしホームページより動画を配信い
たしました。
他にも県内外より13の企業が公式パートナーとして福井陸上競技協
会の活動に対し支援をいただくこととなり、バナー広告として各企業
をホームページ上でご紹介させていただくことになりました。
また、先日１月25日（土）に各スポンサー企業代表者、福井陸上競
技協会役員、各市町陸上競技協会役員に集まっていただき、平成25
年度各大会で活躍した一般から小学生まで約150名を表彰いたしまし
た。イベント名を『アスレティックアワード2013』とし表彰式と懇話
会を合わせて盛大に開催致
しました。
今後も、2018年に開催さ

れる福井国体に向け協会と
して福井県内の陸上競技を
盛り上げるため様々な取り
組みを積極的に行っていき
ます。

一般財団法人福井陸上競技協会

1-1-2　
3A

陸
上
競
技
マ
ガ
ジ
ン
　
３
月
号

8R
196-197　

製
版
者
訂
正
回
数

色
　
数
1

製
　
版
　
課

山
本
1

12210083
0533

P196



1 9 7Track & Field MAGAZINE

～本県、二大（駅伝・フルマラソン）大会加わる～
12月23日（月・祝）、「全日本大学女子選抜駅伝競走大会」が本県

で実現した。この大会は平成21年に茨城県で実施して以来、休止し
ていたが、本年度から富士山女子駅伝として新たなスタートを切った。
富士山本宮浅間大社前（富士宮市）をスタートし、富士総合運動公園
陸上競技場（富士市）までの計７区、43.4kmで行われた。参加20チー
ム（東日本・西日本大学選抜チームを含む）が霊峰富士を仰ぎ熱戦が
繰り広げられた。結果は、立命館大学が安定感ある総合力で優勝、記
録は２時間21分48秒。以下、鹿屋体育大学（準優勝）、大東文化大
学（第３位）らが上位入賞を果たした。また、本県出身者4人の力走
がひときわ沿道の駅伝ファンから熱い声援を受けた。鈴木伶奈選手（玉
川大学・常葉菊川高校出身）、堀川はる菜選手（東京農業大学・浜松
市立高校出身）、疋田裕己選手（日本体育大学・浜松湖南高校出身）、
横馬岬選手（順天堂大学・常葉菊川高校出身）である。次回大会は
さらに盛り上がることが期待できる。
新春2015年を迎え、来る３月２日（日）には、静岡マラソンを開催

する。これまで静岡駿府マラソン（ハーフ・他）として親しみ、38回
の歴史ある大会から、名称・コースも全て衣替えをし、実施する運び
となった。全国から12,000人余りの選手が集まり大会日を楽しみに待っ
ている。コースは、静岡区役所からJR清水駅南までの42.195kmで行う。
この新しい大会が今年の駿河路を沸かせる。

（文責：広報報道委員長　橋本美智夫）

一般財団法人静岡陸上競技協会

新年を迎え他府県同様本県も26年度事業計画に余念のない日々を数
えています。25年度は一般財団法人として協会の整備につとめてきま
したが、その中で、陸協の目標の柱の一つである「競技力の向上と選
手の強化育成」については、東京国体の成果を始め、インターハイ、
全日本中学、全日本ユースなどの全国大会結果から「ぎふ清流国体」
で培った強化体制が定着していると納得できるものでした。今後も、
2020年東京オリンピックに向けて本県出身のアスリートの育成すべく
「選手の強化育成」に取り組みたいと思います。
次に、本県の駅伝事情を二つ紹介します。その一つは、創部まもな

い岐阜経済大学駅伝部（揖斐祐治監督）が全日本大学駅伝競走大会
に出場したことです。地元大学の全日本大学駅伝出場は本県初の快挙
であり、初陣ながら最後まで粘り強く走りきった選手たちの活躍が本
県の駅伝競走の競技力の向上に波及することを期待したいと思います。
次に、25年度に第１回岐阜県駅伝競走大会を開催（中山道駅伝との

同時開催）したことです。この背景には、名岐駅伝競走大会の開催（岐
阜大垣̶名古屋間、例年２月開催）が25年度より休止となったことあ
げられます。休止が決定されると同時に、一般駅伝チームをはじめ関
係者から“駅伝愛好者や駅伝競走の競技力維持向上のために新たに大
会を設けてほしい”との要望があり東濃地区陸協の協力を得て実施に
踏み切りました。結果的に、競技者を主体とした競技会を計画・運営
する重要性や県陸協と地区陸協の連携のあり方を模索する上でよい機
会となりました。 （文責：専務理事　黄倉寿雄）

一般財団法人岐阜陸上競技協会

新しい年、元日には第45回新春愛知ロードレース・競歩大会（庄
内緑地）を開催し県外からも多くの競技者が参加、コンディションに
恵まれロード３種目８部門、競歩２種目３部門に参加競技者は新年
早々気分爽快（そうかい）な汗をかきました。
1930年にスタートし、２月第１日曜日開催の美濃尾張路を走り抜け

る伝統の名岐駅伝大会が諸般の事情によりやむをえず中断し、68回を
迎えることが出来ませんでした。又年末の恒例でもありました渥美半
島駅伝大会も66回を迎えることなく中断となり、名岐駅伝同様改めて
再開を望む声が多く寄せられております。
都道府県対抗女子駅伝は優勝をめざして県最高記録を塗り替える

も、11回目の入賞４年連続の７、６、６、６位から脱し４位入賞と選
手たちは健闘しました。男子は優勝１回、優勝を含め10回の入賞、３
位の昨年は今一歩で優勝を逃し、今年も３位以内を目標にしていたが、
結果は17位となり、チーム愛知として来年の飛躍を誓った。
今後は２月23日に36回を迎える読売犬山ハーフマラソン、そして３

月９日には３回目（通算35回）、女性のみでは世界最大の名古屋ウィ
メンズマラソンを開催します。抽選で選ばれた15,000名がスタートラ
インに着きます。本大会は1996年以降の全てのオリンピック、世界選
手権等国際大会に代表を送っています。今回も第17回アジア競技大
会の代表選考会を兼ねており、この大会から代表が選出されることを
期待しています。

（文責：専務理事　稲垣裕）

一般財団法人愛知陸上競技協会
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昨年12月に行われた実業団女子駅伝では、デンソーが前回大会２
位の悔しさをはらして大会新で見事初優勝。１週間後の高校駅伝では、
伊賀白鳳高校が競技場内まで優勝争いをし、三重県高校新記録、１
位と２秒差で２年連続３位と、１年間をいい形でしめくくってくれまし
た。また、年明けの都道府県駅伝では、男子が県最高記録で７位入賞
を果たし、女子も課題だった中高生が踏ん張り15位と健闘しました。
昨年の東京国体において成年男子走高跳の衛藤昂選手（筑波大学）

が大会新・県新記録の２m27をクリアして優勝したのをはじめ、都道
府県女子駅伝で１区を走った世界選手権代表の尾西美咲選手（積水
化学）の5000m、油谷文月選手（相可高校）の少年女子Aハンマー
投と３種目で優勝する活躍をみせました。
本県では、平成30年に全国高校総体、平成33年に国体の開催が予

定されており、それに向けての選手強化が大きな課題となっています。
そういったなか、昭和47年三重インターハイでは宇治山田商業高校を、
昭和50年三重国体では三重県を優勝に導かれ、本協会を牽引（けん
いん）してきた、顧問（元会長）の村島諭明氏が昨年10月29日にお
亡くなりになりました。本協会としては悲しいできごととなりましたが、
村島氏の遺志をつぐためにも「強い三重陸協」を目指して、協会一丸
となって取り組んでいきたいと考えています。

（文責：広報部長　南部朗）

三重陸上競技協会
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◇◆第21回全国中学校駅伝大会の動画を公開しています！◆◇
　2013年12月15日（日）、山口市「山口県セミナーパーク・クロスカン
トリーコース」で開催した第21回全国中学校駅伝大会の動画を公開してい
ます。

　《全国中学校駅伝動画サイト》
　　　http://japanathletics.tv/

　若きアスリートの熱戦を動画でお楽しみ下さい。

◇◆マラソンに取り組む市民ランナーの安全10か条◆◇
　全国各地でマラソン大会が開催され、マラソンシーズン真っ盛りを迎えておりますが、レース参加に当たっては、下記、「マラソンに
取り組む市民ランナーの安全10か条」をよくお読みの上、ご参加ください。
　　1．普段から十分な栄養と睡眠をとりましょう。
　　2．喫煙習慣をやめましょう。
　　3．メディカルチェックを毎年受けましょう。
　　4．生活習慣病がある方は、かかりつけ医とよく相談しましょう。
　　5．計画的なトレーニングをしましょう。
　　6．気温、湿度に適したウエアの着用と、適切な水分補給をしましょう。
　　7．胸部不快感、胸痛、冷や汗、フラツキなどがあれば、すぐに走るのを中断しましょう。
　　8．足、膝、腰などに痛みがあれば、早めに対応しましょう。
　　9．完走する見通しや体調に不安があれば、やめる勇気を持ちましょう。
　　10．心肺蘇生法を身につけましょう。
　また、本連盟ウェブサイト・医事委員会のページに「市民マラソン・ロードレース申込み時健康チェックリスト」を掲載しています。
　　　http://www.jaaf.or.jp/medical/healthcheck20130411.pdf　
　こちらもお読みの上、ご参加ください。

◇◆メールマガジン配信中！◆◇
　日本陸連公式メールマガジン「JAAFアスレティックメール」を好評配信中です。
　登録は　https://mm.jaaf.or.jp/mailmagazine/　か、右のQRコードから！
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